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和光市内富士塚の石造物について

大内一雄　田中由美

【資料紹介】

１．はじめに

　富士塚は富士山を信仰する富士講によって築
造され、登ることにより富士登拝と同等の御利
益が得られるとされてきた。
　和光市内には、下新倉氷川八幡神社富士塚、
白子熊野神社富士塚、浅久保浅間神社富士塚の
三基の富士塚が存在する。和光市教育委員会で
は平成 29 年 7 月より調査を実施し、富士塚に
現存する石造物についても明らかになった。和
光市文化財調査報告書第 1 集「和光市の富士塚」
では詳細に報告できなかった大変興味深い石造
物の詳細について記す。
　石造物の銘文のうち旧字体は常用漢字に書き
換えた部分もある。

２．富士塚築造に関する石造物

　富士塚を築造した際の記念碑を紹介する。こ
れらの碑文には築造の時期や経緯、協力者の名
が記されている。

（１）下新倉氷川八幡神社富士塚「奉納歌碑・
築山碑 ( 冨嶽誌 )」( 報告書番号 1-8)　【第 1 図】
　年代：明治四辛未年 (1871) 六月
　法量：高さ 102㎝　幅 85㎝　厚さ 10㎝
　形状：板状　石質：安山岩
　正面には祥光山金泉寺第十八代住職台岡撰の
御伝 ( 身禄入定の歌 )「御鏡の教へのことくこ
の心すへの代まても祈るうれしさ」 が刻まれ
る。
　 裏 面 上 段 に は 冨 嶽 誌 が 刻 ま れ、 嘉 永 二 年
(1849) に旧社を再興し、明治三年 (1870) には
塚を築造し、翌年には由緒を表し豊穀安民を祈
願したことが記される。
　裏面下段には再山築立連としてセハ人・発願
主・神主のほか交名が刻まれる。

（２）白子熊野神社富士塚「築山碑」( 報告書
番号 2-7)　【第２・３図】
　年代：明治三歳在庚午 (1870) 夏
　法量：高さ 130㎝　幅 175㎝　厚さ 20㎝
　形状：板状　石質：安山岩
　上部を尖がらせ、富士山を模る大型の石造物
である。
　正面には丸瀧講の講紋が刻まれる。
　裏面上段には明治三年 (1870) に「白子新富
士」が築造されたこと、下段には当山築山連と
して世話人・脇先達・願主先達のほか交名が記
される。

３．富士塚山頂の石造物

　富士塚の山頂に建立された主尊を祀る石碑や
石祠を紹介する。

（１）下新倉氷川八幡神社富士塚「神名碑 ( 浅
間太神 )」( 報告書番号 1-10)　【第４・５図】
　年代：嘉永元申年 (1848) 四月吉
　法量：高さ 155㎝　幅 41㎝　厚さ 16㎝
　形状：板状　石質：片岩　
　富士塚の山頂に造立され、正面に神名「浅間
太神 ( アサマノオオカミ）」が刻まれる。アサ
マノオオカミとは富士山の山神で本来「浅間大
神」と記されるが、本碑では「浅間太神」と刻
まれている。
　台石にはセワ人・交名・石工が刻まれる。　
　富嶽誌の碑文からも、 慶長年間に勧進した
富士浅間神社を嘉永年間に再興し、 明治三年
(1870) に富士塚を築造したものと推測される。

（２）白子熊野神社富士塚「石祠」( 報告書番
号 2-33)　【第 6 図】
　年代：明治三庚午歳 (1870) 六月吉日
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　法量：高さ 108㎝　幅 59㎝　厚さ 56㎝
　形状：石祠 ( 入母屋造り )　石質：安山岩
　軒に丸瀧講の講紋が施される。石祠の扉はな
く、「冨士浅間大神祈祷神璽」が祀られる。
　裏面には年号・願主が刻まれる。　

（３）浅久保浅間神社富士塚「石祠」( 報告書
番号 3-47)　【第７・８図】
　年代：神武天皇紀元二千五百三十三年 ( 明治
　　　　六年（1873）) 四月十五日
　法量：高さ 70㎝　幅 34㎝　厚さ 30㎝
　形状：石祠 ( 入母屋造り )　石質：安山岩　
　注連縄が張られている。
　裏面には再興願主、台石正面には氏子中、右
側面・台石右左側面には交名が刻まれる。

4．特徴のある石造物

　和光市内富士塚には多くの石造物が造立され
ている。次に特に注目すべきものについて紹介
する。

（１）神猿
　「神猿」とは狛犬の代わりに置かれたもので、
富士信仰の神社や富士塚にみられる。富士山は
庚申の年に出現したとされ、そのため猿は富士
山のお使いとして古くから信仰されてきた。
　３基の富士塚にはそれぞれ特徴のある神猿が
祀られている。

①下新倉氷川八幡神社富士塚
　「神猿像」( 報告書番号 1-7)　【第 9 図】
　年代：不明
　法量：高さ 47㎝　幅 18㎝　厚さ 20㎝
　　　　（右の神猿像のみ）
　形状：彫刻石碑　石質：安山岩
　丸彫像一対。損傷が激しく、左の神猿像は胸
部より下のみ残存する。現在２体は同一の台石
に固定されているが、もとは鳥居の左右に建て
られていたと思われる。

②白子熊野神社富士塚
　「神猿碑 ( 右 )」( 報告書番号 2-5)　【10 図】
　年代：不明
　法量：高さ 85㎝　幅 90㎝　厚さ 12㎝
　形状：板状　石質：安山岩
　「神猿碑 ( 左 )」( 報告書番号 2-6)　【37】～【39】
　年代：不明
　法量：高さ 86㎝　幅 115㎝　厚さ 14㎝
　形状：板状　石質：安山岩
　左右ともに線刻板石。右は阿形、左は吽形。
互いに向き合い手を合わせる。参道入口の鳥居
の左右に建てられ、富士山北口一合目馬返しを
再現しているのだろう。　

③浅久保浅間神社富士塚
　「神猿碑 ( 右 )」( 報告書番号 3-44)【第 12 図】
　年代：不明
　法量：高さ 81㎝　幅 67㎝　厚さ 10㎝
　形状：板状　石質：安山岩
　「神猿碑 ( 左 )」( 報告書番号 3-45)【第 13 図】
　年代：不明
　法量：高さ 69㎝　幅 56㎝　厚さ 11㎝
　形状：板状　石質：安山岩
　左右ともに線刻板石。鳥居をくぐり石灯籠側
に横並びに建てられる。右は阿形、左は吽形。
互いに向き合い手を合わせる。右の神猿像には

「上赤匚」、左の神猿には「練匚」「赤匚」の文
字が確認され、「上赤塚」「練馬」「赤塚」の地
名が刻まれていると思われ、これらの地域の富
士講との関わりが予想される。

（２）浅久保浅間神社富士塚「行者座像」( 報
告書番号 3-17)　【第 14 図】
　年代：元禄十一戊寅天 (1698) 八月十五日
　法量：高さ 69㎝　幅 56㎝　厚さ 30㎝
　形状：石像　石質：安山岩
　「元禄十一戊寅天 (1698) 八月十五日」銘の台
座に乗る行者座像。瓔珞（首飾りや胸飾り）の
痕と思われる穴が正面・裏面にみられる。また
行者の持ち物である檜扇の痕跡が左袂に確認さ
れる。
　胸には「長」の文字が刻まれ、修験道の行者
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であり富士講の開祖とされた「長谷川角行」の
座像の可能性がある。 長谷川角行（天文十年
(1541) ～正保三年 (1646)） の五十回忌供養の
ために建てられたものと推察される。

（３）浅久保浅間神社富士塚「九神碑」( 報
告書番号 3-23)　【第 15・16 図】
　年代：明治七甲戌歳 (1874) 六月廿二日
　法量：高さ 113㎝　幅 113㎝　厚さ 14㎝
　形状：板状　石質：安山岩
　上部を尖がらせ、 富士山を模る大型の石造
物。中央には、建築前に行われる手斧初の儀式
の神である天思兼命 ( アメノオモイカネノミコ
ト )・手置帆負命 ( タオキホオイノミコト )・彦
狭知命 ( ヒコサシリノミコト )、聖徳皇太子の
線刻が施される。
　また、木の神である久久能智神 ( ククノチカ
ミ )、火の神である火産霊神 ( ホムスビノカミ )・
土 の 神 で あ る 埴 山 毘 売 神 ( ハ ニ ヤ マ ヒ メ ノ カ
ミ )、金の神である金山毘古神 ( カナヤマヒコ
ノカミ )、水の神である弥都波能売神 ( ミツハ
ノメノカミ ) の名が刻まれる。
　聖徳太子は仏像の造立や寺塔の建立など、建
築の基礎を打ち立てたとされている。「諸職人
中」という銘文からもこの碑は職人らによって
造立されたものであり、職人が聖徳太子を祀る
太子信仰を象徴した石造物である。
　同様にこれらの神々を祀る石造物は志木市田
子山富士でも確認されている ( 田子山富士石造
物「90　諸神祭祀碑」　埼玉県志木市教育委員
会　 平 成 8 年（1996）3 月 22 日 志 木 市 の 文
化財第二十二集 調査報告書「田子山富士 ( 下 )」
P.92)。

５．終わりに

　富士講は江戸時代中期から流行となり、 江
戸時代末期から明治時代以降富士登拝の流行
とともに富士塚は次々と造られるようになっ
た。 富 士 山 は 明 治 ５ 年（1872） ま で 女 人 禁
制であった。 富士山に行けない人のために手
軽に登れる富士塚は盛んに築造されたのであ
る。

　富士塚は富士山を模して築造され、 石造物
によって富士山に存在する名称・施設なども
再現されている。 富士山登山の記念碑や、 地
元 の 富 士 講 に よ る 石 造 物 も 多 々 建 立 さ れ た。
また、 築山碑や、 完成を祝って他地域の富士
講によって建立された石造物などからは、 築
造当時の様子や他地域の富士講との関係もう
かがえる。　
　富士塚の山頂には奥宮をあらわす石祠を建
てているが、 下新倉氷川八幡神社富士塚のよ
うに「浅間大神（下新倉氷川八幡神社富士塚
では「浅間太神」）」 などと刻んだ石碑に置き
換えている場合もある。
　 紀 元 前 301 年 庚 申（ か の え さ る ） の 年 に
富士山が姿を現したとする故事から、 猿は神
社のお使いとされている。 神猿像や神猿碑は
富士山や富士塚の登山口に置かれ、 その神猿
は合掌して富士山を拝んでいる。 上新倉の富
士講では富士塚を築いていないが、 新倉氷川
八幡神社境内の富士嶽浅間神社には富士講碑

「 富 士 嶽 浅 間 神 社 大 神 」 が 建 立 さ れ、 碑 の 前
には正面を向いた丸彫神猿が鎮座している。
　富士塚の石造物には石工の名が刻まれてい
ることも多い。 また、 浅久保浅間神社富士塚
の九神碑は職人によって造立されたものであ
り、 富士塚は多くの職人の手によって築かれ
たこともわかる。
　このように、 富士塚に建立された石造物や
その碑文を調査することにより、築造の歴史、
他地域の富士講との関係性、 さらに地元富士
講の特徴を明らかにすることができる。 江戸
時代末期から明治時代、 さらに今日に至るま
での庶民の信仰や生活を知る手がかりのひと
つになるだろう。
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写真（正面）

拓本（正面）

第 1図　下新倉氷川八幡神社富士塚　奉納歌碑・築山碑（冨嶽誌）

拓本（裏面）解読文
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第２図　白子熊野神社富士塚　築山碑（１）

写真（裏面）

拓本（表面）
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第３図　白子熊野神社富士塚　築山碑（２）

拓本（裏面）

解読文
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写真（表面）

拓本（表面）

拓本（裏面）

拓本（台石正面）

拓本（台石右側面） 拓本（台石左側面）

第４図　下新倉氷川八幡神社富士塚　神名碑（浅間太神）（１）
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1-10　新倉氷川神社　神名碑（浅間太神）

実測図

解読文

第５図　下新倉氷川八幡神社富士塚　神名碑（浅間太神）（２）
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2-33　白子熊野神社　石祠（4）（山頂  浅間神社）

第６図　白子熊野神社富士塚　石祠

写真（正面）

拓本（上部屋根正面）

実測図

拓本（裏面）

解読文
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3-47　浅久保浅間神社　石祠（山頂）
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第７図　浅久保浅間神社富士塚　石祠（１）

写真（正面）

実測図
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拓本（裏面） 拓本（台石正面）

解読文

拓本（右側面） 拓本（左側面）

拓本（台石右側面） 拓本（台石左側面）

第８図　浅久保浅間神社　石祠（２）
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第９図　下新倉氷川八幡神社富士塚　神猿像

写真（正面）

拓本（左・裏面）

拓本（右・裏面）
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写真（正面）

第 10 図　白子熊野神社富士塚　神猿碑（右）

拓本（正面） 陽像
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写真（正面）

拓本（正面） 陽像

第 11 図　白子熊野神社富士塚　神猿碑（左）
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写真（正面）

拓本（正面） 陽像

第 12 図　浅久保浅間神社富士塚　神猿碑（右）
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第 13 図　浅久保浅間神社富士塚　神猿碑（左）

拓本（正面）

陽像

写真（正面）
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3-17　浅久保浅間神社　石像

写真（正面）

拓本（胸部）

解読文

拓本（台座正面）

第 14 図　浅久保浅間神社富士塚　行者座像

実測図
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第 15 図　浅久保浅間神社富士塚　九神碑（1）

写真（正面）

拓本（正面）

解読文
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おおうち　かずお（和光市教育委員会）

たなか　ゆみ（和光市教育委員会）

第 16 図　浅久保浅間神社富士塚　九神碑（2）

陽像


